
事 業 番 号  ４  事 業 名 等 アイススケート場管理運営事業 

仕分け結果 ④市が実施（要改善） 担 当 課 スポーツ課 

 

今後の方針 

【改善見直し】 

  設置者制定の岡山県津山陸上競技場条例を基に、岡山県の見解と津山市スポーツ振興審

議会の意見をとり入れつつ、利用料金・利用促進・サービス向上・経費削減の方策につい

て総合的に見直し、改善を図る。 

 

方針策定理由 

１．経費削減努力 

（光熱水費） 

・初年度開設以来の委託業者の経験とノウハウを基に、経費削減努力を連携して行なっ

ている。一方、屋外リンクであるため、天候等の自然から受ける要因に影響を受けや

すいことは否めない。 

（照明） 

・ナイター営業時、点灯照明数を最小限にとどめている。（12/22 灯） 

（暖房） 

・貸靴カウンターなどの職員常駐場所は、暖房をしていない。 

・スケート場利用者用の採暖室もこまめな節電をこころがけている。 

 

２．収入を増やす努力 

    新規利用者層の開拓を含め、利用者数増とその利用頻度増大、すなわちリピーターの

拡大が重要なカギと考える。 

（利用促進・サービス） 

・貸しソリを安価で提供することにより、自分では滑れない幼児もリンクで一緒に楽し

めることから、家族での利用にもつながっている。 

  ・毎年、開場前に美作管内全小中学校に全児童生徒分の無料招待券（滑走料無料・貸靴

料有料）を配布し、来場のきっかけ作りをしている。また、津山市内の保育園・幼稚

園にも同様に提供している。 

  ・各種学校・園に学校行事、体育授業、ＰＴＡ事業、子ども会レク等の利用誘致を行な

っている。また、その際、希望によりスポーツ課職員による滑走指導も行なっている。

  ・津山市内及び各種店舗に横断幕・ポスター等により開設告知をしている。アンケート

の結果から、約３５％は津山市外からの来場であり、ポスターや各種メディアによる

告知を有効かつ広域に行なう必要がある。 

  ・スタッフにより、靴の履き方をはじめとして、滑り方や安全に楽しむためのスケート

特性指導等の支援に力を入れている。 

  ・生涯学習・生涯スポーツ社会の構築により発生する各世代からのニーズを踏まえ、利

用者の少ない平日も活用しながら、各種プログラムの展開を図る。 

（利用料金） 

  ・県条例が、料金の設定根拠である。料金設定に関しては、津山市が管理する体育施設

全般との格差を生じさせない配慮も必要である。 

  ・平成１５年度までの料金設定では、利用者数は激減の一途をたどり、平成１７年度か

らの新料金設定での利用者数は、安定水準を保っている。 

   

 現在実施している上記内容に加え、新規改善内容をさまざまな角度から検討する。 

 


